
エコカートによる地域活性化
～ 交通弱者（高齢者等）と観光客の移動手段の確保～

輪島商工会議所

次世代交通対策事業実績報告



輪島市の紹介
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・能登半島の北西に位置し、豊かな緑と海に
囲まれたまち

・人口は２８，６２４ 人（平成２８年６月１日現在）

・輪島塗や朝市などで全国的に有名

・平成27年度前期連続テレビ小説「まれ」の
舞台となり、注目を集める

輪島塗 朝市天神山～輪島港・市街地

写真：能登輪島観光情報「輪島ナビ」



目的
・高齢者等の移動手段を持たない地域住民の安心安全を守る
・観光客への利便性の高い移動手段の提供により「ホスピタ
リティ都市 輪島」の魅力向上

・コミュニティバス運行などの自治体の費用負担の軽減 等

事業の背景と目的
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背景
✔人口減少、少子高齢化
✔自治体の財政難
✔公共交通機関の利便性の低下

エコカートによる新交通システムの構築



エコカートの特徴
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＜エコカートの特徴＞

①まちを楽しめる～ゆっくりとした速度(6～20㎞/h) で走行
風景を楽しめ、乗り心地も良く、静か

②乗降りがしやすい～低床構造で高齢者や子どもにも乗降り
しやすい

③環境に優しい～電動なので排気ガスを出さない

④低コスト～自動運転により、将来的には無人運転も可能

全長 3,120ｍｍ

全幅 1,329ｍｍ

全高 1,837ｍｍ

車両総重量 770kg 

乗車定員 4名

最少回転半径 3.4ｍ

モータ出力 3.5ｋＷ

最高速度 19ｋｍ/ｈ

○車両の主要諸元○車両の外観使用車両
ゴルフ場のカートに
ウインカー、バック
ミラーなどを備え付
け、軽自動車のナン
バーを取得



利用者の声
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✔少し遠くても気にせず観光できて良かった。子供がいると歩くのが
イヤがるので子供もイヤがらずのってくれて良かった。

✔ゆっくりと風景が見られてとても楽しいです。

✔年もいっているから、ちょっとしたところに利用できれば良い。足
の悪い人もいるし、買い物、なんでもちょっとしたことで利用でき
る。乗り降りがしやすい車両でもある。はやく事業規模を広げてほ
しい。

✔ゆっくりたのしく乗せていただきました。安全対策もされていてよ
かったです。

✔小さい子がいるとなかなか出掛ける事が出来ないので、出掛ける切
欠につながる。

✔交通機関のエコ化に役立つよいアイデアだと思います

✔短距離移動が楽。歩くと遠いが車を使うまでもない距離に適当。こ
れから老人世帯が増えるので、生活するのに便利かと思います。



これまでの取り組み
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H22 新二次交通導入に向けた調査 ①観光客や地域住民の交通手段の調査
②先進地の視察

H23 エコカートの公道走行並びに
ナンバー取得

①次世代二次交通の社会実験
②構造改革特区申請の提出（⇒×不認

定）

H24 次世代二次交通事業の継続し
た社会実験並びに周知活動

①次世代二次交通の社会実験（継続）

H25 次世代二次交通事業の継続し
た社会実験並びに周知活動

①次世代二次交通の社会実験（継続）
②構造改革特区申請の提出
（⇒×不認定） ※協議を継続
③エコカートの軽自動車ナンバー取得

H26 軽自動車ナンバー取得したエ
コカートでの調査走行

①エコカートの軽自動車ナンバー取得
②次世代二次交通の調査走行
③次世代交通対策協議会の設立

H27 軽自動車ナンバー取得したエ
コカートでの調査走行

①次世代二次交通の調査走行

＜これまでの取り組みの経緯＞



平成27年度の実施内容①
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日程 走行ルート 乗車人数

第１弾
H27.3.18
～6.30

道の駅 輪島ふらっと訪夢～輪島朝市～観光
案内所～輪島キリコ会館～輪島工房長屋～
足湯等の観光スポットを周回

786人

第２弾
H27.7.1～

※8/28～
2台増車し、
４台体制

○キリコ会館コース
・道の駅 輪島ふらっと訪夢
・輪島朝市 ・観光案内所
・輪島キリコ会館 ・輪島工房長屋・足湯

1,384人
（内訳）

地元利用
30％
観光客
70％○輪島病院コース

・道の駅 輪島ふらっと訪夢
・商業施設（ファミィ等）
・輪島病院

＜調査走行の実施概要＞

・平成27年度は年間を通して運行
・７月以降は、病院・商業施設利用など主に地域住民の利用
を想定した輪島病院ルートを追加



平成27年度の実施内容②
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第１弾
第２弾：輪島キ
リコ会館コース

第２弾：輪島病
院コース

＜実施場所＞ ＜コース図（第２弾）＞

＜コース図（第１弾）＞



平成27年度の実施内容③
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課題と今後の取り組み①
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＜平成27年度の取り組みと課題＞
新交通システムの構築に向けて、年間を通して運行・広報を実施し

たことで、利用客も増加に至った。４～６月は、観光客が大半の利用
であったが、７月以降から地元住民の利用が増加し、利用数２，１７
０名（地元住民利用３０％、観光客利用７０％）であった。
地域住民や観光客利用者の多くから、市内の各地区への走行を行っ

てほしいなどの多くの要望があったことからも、次世代交通の事業取
組みをより一層促進させる為、次世代交通対策協議会の活用・支援を
頂き、行政などと連携を図り、更なる事業展開に繋げていく必要があ
る。

＜今後の取り組み＞
今後は、協議会の指導の下、エコカートで観光客の足として市内観

光スポットを結ぶルート並びに公共施設や医療機関、商店街などを結
ぶ地域住民の生活に密着したルートの数を増やすなどの更なる次世代
交通の運行を実施し、地域の活性化を図ることを目的に本事業を進め
る。



課題と今後の取り組み②
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＜事業計画：輪島市街地での走行ルート（予定）＞

８つのルートを設け、自動走行するエコカートで街全体をつなぐ
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＜参考資料＞ 

これまでの取組み 

 

平成２２年度 

＜新二次交通導入に向けた調査＞ 

①観光客や地域住民の交通手段の調査  

内容 道の駅「ふらっと訪夢」・マリンタウン交流広場・能登空港で、観光客や地域住民に対し

て交通手段調査を行った。  

・観光客や地域住民の輪島市内での交通手段を把握することができた。観光客は、朝市などの

観光地周辺では徒歩での移動が主であり、地域住民は徒歩或いは自家用車での移動が大半を

占めた。 

②先進地の視察  

・ベロタクシー（敦賀市、名古屋市）、路面電車／ライトレール線（富山市）、人力車（高山市）

などの交通機能が確立されており、運営や課題について情報収集ができた。新二次交通導入

には、使用する車両や運営形態についての、より具体的な検討が必要であると感じた。 

  

平成２３年度 

＜エコカートの公道走行並びにナンバー取得＞ 

①次世代二次交通の社会実験  

内容 社会実験を実施【５回】（マリンタウン内にて） 

・環境に配慮した車両としてエコカートを業者より、ベロタクシーを敦賀観光協会より借用し、

初回の社会実験を実施した。 

・現行法では、エコカートは公道を走行することができず、ナンバー取得が不可能な車両であ

ることがわかった。運輸支局や警察署などに相談し、道路使用許可申請を行い社会実験の実

施に至った。 

・社会実験を実施するごとに、地域住民（家族連れ・高齢者）や観光客の方々に関心を持って

もらい、マリンタウンだけでなく輪島市街地の走行を実施してほしいなどの意見を頂いた。  

②構造改革特区申請の提出 

内容 内閣官房地域活性化統合事務局や市等と相談のうえ、エコカートのナンバー取得に向けて、

特区申請を行った。 

・申請の結果では、「構造改革特区として対応が不可能であるもの」であったが、今後の展開に

活用できる情報収集ができ、それらの内容を盛り込んだ内容で次期に再度申請することとな

った。 
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平成２４年度 

＜次世代二次交通事業の継続した社会実験並びに周知活動＞  

①次世代二次交通の社会実験（継続）  

内容 観光地を利用した社会実験を実施【９回】（白米千枚田、マリンタウン内など）  

・これまでの社会実験や周知ＰＲ活動により、日本商工会議所地域活性化専門委員会や日本交

通計画協会などが視察に訪れ、事業内容に強い関心と評価を頂いた。ヤマハ発動機からは実

験走行用として２台の車両の貸出協力をいただき実施に至っている。  

  

平成２５年度 

＜次世代二次交通事業の継続した社会実験並びに周知活動＞  

①次世代二次交通の社会実験（継続）  

②構造改革特区申請の提出  

③エコカートの軽自動車ナンバー取得 

 

平成２６年度 

＜軽自動車ナンバー取得したエコカートでの調査走行＞  

①エコカートの軽自動車ナンバー取得  

②次世代二次交通の調査走行 

③次世代交通対策協議会の設立 
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年度 日程 実施内容  

平成 

２２ 

年度 

9 月 2 日、19 日 

10 月中旬 

11 月中旬 

 

12 月 9 日～10 日 

 

交通手段調査（ﾏﾘﾝﾀｳﾝ内） 

交通手段調査（能登空港） 

交通手段調査（道の駅 輪島） 

集計数 652 名 

先進地視察 

（敦賀市、名古屋市、高山市、富山市） 

 

 

 

 
 

 
 

平成 

２３ 

年度 

5 月 10 日 

 

6 月上旬～下旬 

 

6 月 25～27 日 

 

7 月 4 日 

 

7 月上旬～中旬 

 

8 月 7～11 日 

 

9 月 8～9日 

 

9 月 13 日 

 

10 月 

 

 

11 月 6 日 

 

11 月 20 日 

 

 

2 月 17 日 

運輸支局とエコカートのナンバー取得に

ついて相談 

輪島警察署と次世代二次交通社会実験

について相談 

次世代二次交通社会実験 

（ﾏﾘﾝﾀｳﾝ岸壁～朝市駐車場間を運行） 

運輸支局へエコカートのナンバー取得に

ついて相談 

輪島警察署と次世代二次交通社会実験

について相談 

次世代二次交通社会実験 

（ﾏﾘﾝﾀｳﾝ岸壁～朝市駐車場間を運行） 

次世代二次交通社会実験 

（ﾏﾘﾝﾀｳﾝ岸壁～朝市駐車場間を運行） 

次世代二次交通社会実験 

（ﾏﾘﾝﾀｳﾝ岸壁～朝市駐車場間を運行） 

輪島市企画課とエコカートのナンバー取

得で相談 

※構造改革特区申請の準備を進める 

警察及び行政関係者との社会実験にお

ける意見交換 

次世代二次交通社会実験 

（ﾙｰﾄｲﾝ・工房長屋・観光交流施設間を運

行） 

試験施工に伴う景観の確認 
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2 月中旬 

 

2 月 28 日 

※走行ルートへの銅線埋設（一部） 

輪島警察署と次世代二次交通社会実験

について相談 

構造改革特区申請を提出 

結果：特区として対応不可であった 

 

社会実験での乗車人数 870 人 

 

 

平成 

２４ 

年度 

4 月 28 日 

5 月 1 日 

 

5 月 25 日 

 

7 月 11～13 日 

7 月 13 日 

7 月 15 日 

 

 

8 月 1 日 

 

 

 

8 月上旬 

8 月 18～19 日 

 

9 月 20 日 

 

9 月 29 日 

 

10 月 3 日 

 

 

 

 

10 月中旬～下旬 

11 月 3 日 

 

11 月 15 日 

 

輪島警察署と社会実験の内容で相談 

次世代二次交通社会実験 

（ﾏﾘﾝﾀｳﾝ岸壁～朝市駐車場間を運行） 

構造改革特区申請で内閣官房地域活性

化統合事務局へ相談 

丸ビル物産展にて事業取組のＰＲ 

内閣官房地域活性化統合事務局と相談 

次世代二次交通社会実験 

（ﾙｰﾄｲﾝ・工房長屋・観光交流施設間を運

行） 

事業視察 

・日本商工会議所 地域活性化専門委員

会 

・日本交通計画協会 

輪島警察署と社会実験の内容で相談 

次世代二次交通社会実験 

（陸上競技場外周を運行） 

内閣官房地域活性化統合事務局と相談 

※ナンバー付電気自動車の活用 

次世代二次交通社会実験 

（ﾏﾘﾝﾀｳﾝ岸壁～朝市駐車場間を運行） 

事業視察 

・ヤマハ発動機㈱ 

次世代二次交通社会実験 

（ﾏﾘﾝﾀｳﾝ岸壁～朝市駐車場間を運行） 

※ヤマハ発動機より車両提供 

輪島警察署と社会実験の内容で相談 

世界農業遺産「千枚田」での次世代二次

交通社会実験 

次世代二次交通社会実験 

（ﾙｰﾄｲﾝ・工房長屋・観光交流施設間を運
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11 月 30 日 

12 月 7 日 

3 月 6 日 

行） 

㈱光岡自動車へ訪問 

内閣官房地域活性化統合事務局と相談 

内閣官房地域活性化統合事務局と相談 

 

社会実験での乗車人数 1,300 人 

平成 

２５ 

年度 

9 月上旬～下旬 

〃 

 

9 月 26～27 日 

 

 

10 月上旬 

 

 

 

10 月 12～13 日 

 

10 月 28 日 

 

 

 

1 月 8 日 

 

1 月 10 日 

輪島警察署と社会実験の内容で相談 

内閣官房地域活性化統合事務局に構造

改革特区申請の事前相談 

次世代二次交通社会実験（公道走行） 

（輪島病院～商業施設（商店街）間を運

行） 

輪島警察署と社会実験の内容で相談 

※ナンバー取得された車両でないと走行

できず、過去の実績がある場合でも許可

が出なくなった。 

マリンタウン内駐車場にて社会実験走行 

※市有地である為、走行可能 

構造改革特区申請を提出 

「小型特殊自動車としてナンバー取得」 

結果：既に施行されている現行規定は、

一部の規程が対応可能であることを確認 

内閣官房地域活性化統合事務局に具体

的な事項の提示を求めた 

製造メーカーよりゴルフカートを改良し、

軽自動車としてナンバー取得の可能性が

あろうとの説明があった 

 

社会実験での乗車人数 287 人 
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平成 

２６ 

年度 

5 月～9月 

10 月 9 日 

 

10 月 17 日 

 

11 月 11 日 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 12 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 16 日 

 

 

 

11 月 17～28 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製造メーカーと設計・規制内容で相談 

運輸局関連機関に対して事業説明及び

申請内容・ナンバー取得までの確認 

次世代交通対策協議会の設立並びに第

１回開催 

エコカート（ゴルフカーベース）での車両に

よるナンバー取得 

 

次世代交通対策協議会第２回開催並び

に次世代交通対策事業出発式 

※全国で初めて、ナンバー登録されたエ

コカートによる、調査走行が開始 

 

次世代二次交通対策事業 調査走行 

（輪島朝市・工房長屋・ 

観光交流施設間を周回運行） 

※輪島かにまつり開催日にて 

次世代二次交通対策事業 調査走行 

（道の駅輪島ふらっと訪夢・輪島朝市・ 

工房長屋間を周回運行） 
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2 月 9 日 輪島市では「低炭素地域づくり」に向けて

自然を守る為、電気自動車普及促進によ

るＣＯ２削減プロジェクト「ＷＡＪＩ－ＺＥＲＯ」

がスタートし、エコカートも事業協力車両と

なる 

 

調査走行での乗車人数 305 人 

 

 

 

平成 

27 

年度 

3 月 18 日～ 

6 月 30 日 

 

 

 

 

7 月 1 日～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 28 日 

次世代二次交通対策事業 調査走行 

（道の駅輪島ふらっと訪夢・輪島朝市・工

房長屋間を周回運行） 

 

乗車人数 786 人 

 

次世代二次交通対策事業  ２コースで

の調査走行実施 

・輪島キリコ会館コース 

（道の駅輪島ふらっと訪夢・輪島朝市・工

房長屋間を周回運行） 

・輪島病院コース 

（道の駅輪島ふらっと訪夢・ファミィ前・輪

島病院間を周回運行） 

 

車両 2台追加になり、合計 4台となる 

 

 

 

乗車人数 1,384 人（3 月末まで） 

 

地元利用 27.3％ 

観光客  72.7％ 
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当事業におけるこれまでの新聞記事 

 

平成２３年８月１２日 北陸中日新聞 

 

 

平成２３年１１月２１日 北陸中日新聞  
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平成２４年８月２日 北陸中日新聞 

 
平成２４年８月２日 北國新聞 
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平成２５年９月２８日 北陸中日新聞 
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平成２５年９月２８日 北國新聞 

  



12 

 

平成２６年１１月１３日 北國新聞 
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平成２６年１１月１３日 北陸中日新聞 


